
金
融
商
品
取
引
法
及
び
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯

決
議 

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会 

令

和

六

年

五

月

十

四

日 

 

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

投
資
運
用
業
者
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
ミ
ド
ル
・
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
投
資
運
用
関
係
業
務
受
託
業
者
へ

の
委
託
に
よ
り
、
当
該
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
必
要
と
な
る
十
分
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
役
員
又
は
使
用
人
が
不
要
と

な
る
結
果
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
等
の
態
勢
が
弱
体
化
し
て
顧
客
に
不
利
益
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
業
務
の

監
督
を
適
切
に
行
う
能
力
を
有
す
る
役
員
又
は
使
用
人
が
備
え
る
べ
き
資
質
を
監
督
指
針
な
ど
で
明
確
に
定
め
る
こ
と
。 

 

二 

投
資
運
用
関
係
業
務
受
託
業
者
の
業
務
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
受
託
業
務
量
が
過
大
と
な
る
こ
と
や
委
託
元
で
あ
る

投
資
運
用
業
者
か
ら
不
当
な
圧
力
を
受
け
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
委
託
元
に
対
し
業
務
上
必
要
な
情
報
提
供
を
随
時
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

三 

投
資
運
用
業
へ
の
参
入
促
進
策
の
実
施
に
お
い
て
は
、
競
争
環
境
が
激
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
「
顧
客
等
の
最
善
の
利

益
を
勘
案
し
つ
つ
、
顧
客
等
に
対
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
業
務
を
遂
行
す
る
義
務
」
の
徹
底
が
図
ら
れ
、
他
者
を
上
回
る
投

資
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
投
資
先
に
関
わ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
投
資
運
用
業
者
に
対
し
て
適
切
な
監
督
を
行
う
こ
と
。 

 

四 

非
上
場
株
式
の
流
通
活
性
化
策
の
実
施
に
お
い
て
は
、
一
般
投
資
家
が
売
り
手
の
場
合
、
買
い
手
の
特
定
投
資
家
等
と
の



間
の
情
報
や
知
識
の
格
差
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
小
粒
上
場
が
そ
の
後
の
成
長
停
滞

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
株
式
市
場
を
改
革
し
、
上
場
を
果
た
し
た
企
業
に
更
な
る
成
長
資
金
を
供
給
す
る
と
い
う
本

来
の
株
式
市
場
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

五 

「
資
産
運
用
立
国
」
に
係
る
政
策
を
進
め
る
に
当
た
り
、
短
期
的
な
株
主
利
益
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
を
取
り

巻
く
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
重
視
す
る
こ
と
で
長
期
的
持
続
的
な
株
主
利
益
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
が
我
が
国
に
定
着
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
有
価
証
券
報
告
書
の
株
主
総
会
前
開
示
の
促
進
の
た
め
の
環
境

整
備
に
向
け
て
、
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

六 

公
開
買
付
制
度
及
び
大
量
保
有
報
告
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
法
に
よ
る
改
正
が
、
市
場
の
透
明
性
・
公
正
性
の
確
保
や
、

企
業
と
投
資
家
の
建
設
的
な
対
話
の
促
進
に
も
た
ら
す
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
市
場
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必

要
に
応
じ
て
適
時
適
切
に
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 

七 

本
法
に
基
づ
く
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
財
産
を
保
護
し
健
全
な
投
資
環
境
を
守
る
た
め
、
金
融
経
済
教
育

や
国
民
か
ら
の
相
談
体
制
の
拡
充
等
を
通
じ
て
、
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
等
に
基
づ
く
被
害
を
防
止
し
、
実
効
性
の
あ
る
検
査

及
び
監
督
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
金
融
庁
及
び
財
務
局
に
お
い
て
必
要
な
機
構
・
定
員
を
確
保
し
、
引
き
続
き
投
資

者
保
護
に
万
全
を
期
す
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


